
　
恒
例
と
な
って
い
る
長
沢
商
店
会
「
花
の
写
真
コ
ン

テ
ス
ト
」。こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、東
長
沢
か
ら
西
長
沢

の
バ
ス
通
り
沿
い
に
咲
く「
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
」「
ツ
ヅ
ジ
」が

テ
ー
マ
。今
年
は
、50
点
の
応
募
が
あ
った
。

　
応
募
作
品
の
中
か
ら
投
票
で
、最
優
秀
賞・優
秀
賞
・

は
な
み
ず
き
賞
・
ス
ポ
ン
サ
ー
賞
な
ど
が
贈
ら
れ
た
。

　
同
コ
ン
テ
ス
ト
協
力
団
体
の
「
長
沢
は
な
み
ず
会
」

代
表
の
小
松
さ
ん
は「
最
優
秀
賞
の
作
品
は
色
鮮
や
か

で
真
っ
先
に
飛
び
込
ん
で
き
た
」
と
の
感
想
。ま
た
、

「
た
く
さ
ん
の
方
々
が
長
沢
の
こ
と
を
思
っ
て
く
れ
る

の
は
う
れ
し
い
」と
長
沢
自
治
会
会
長
で
個
人
と
し
て

賞
を
提
供
し
た
末
吉
さ
ん
。

　
原
山
商
店
会
会
長
は「
商
店
会
と
し
て
地
域
に
貢
献

で
き
れ
ば
と…

」。

　
地
域
福
祉
を
デ
ザ
イ
ン

す
る
和
ゼ
ミ
は
、昨
年
に
引

き
続
き
、
長
沢
自
治
会
納

涼
盆
踊
り
大
会
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。和
ゼ
ミ

の
長
沢
担
当
で
あ
る
田
中

君
と
秋
元
さ
ん
が
中
心
と

な
って
、
長
沢
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
を
は
じ
め
、多
く
の

長
沢
の
皆
様
に
支
え
ら
れ

て
２
日
間
を
無
事
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
域

づ
く
り
に
慣
れ
て
い
な
い

学
生
た
ち
を
温
か
く
見

守
って
頂
き
、心
よ
り
御
礼

取
り
組
み
ま
し
た
。テ
ン
ト
の
背

景
に
飾
っ
た
あ
の
富
嶽
三
十
六

景
の
絵
と
ポ
ッ
プ
は
、
利
用
者
の

方
が
作
成
し
て
く
れ
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
、
長
沢
の
皆
さ
ん
と
一

歩
一
歩
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
！

（
和　
秀
俊
）

申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
沢
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と

長
沢
商
店
会
と
は
、２
年
前
に
本

学
と
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

共
同
し
て
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
に
協
定
を
締
結
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。２
年
目
で
あ
る
今
年

は
、
よ
り
多
く
の
長
沢
の
皆
様
と

一
緒
に
、
長
沢
の
新
し
い
価
値
や

福
祉
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
第
１
歩

と
し
て
、
長
沢
に
多
く
の
事
業
所

が
あ
る
社
会
福
祉
法
人
と
連
携

し
て
、
本
来
で
あ
れ
ば
商
品
と
な

ら
な
い
規
格
外
の
地
元
の
梅
を

活
用
し
、長
沢
で
最
も
盛
り
上
が

る
イ
ベ
ン
ト
に
出
店
す
る
こ
と
に

長
沢
納
涼
盆
踊
り
大
会

専
修
大
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
部
小
林
隆
ゼ
ミ
は
，長
沢
ま
ち

づ
く
り
活
動
支
援
の一
環
と
し

て
，昨
年
に
引
き
続
き
長
沢
納
涼

盆
踊
り
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
．

　
昨
年
は
地
元
の
高
校
生
と
一

緒
に
か
き
氷
屋
さ
ん
を
や
り
ま

し
た
が
，今
年
は
商
店
会
の
ビ
ー

ル
ス
タ
ン
ド
を
お
手
伝
い
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
．

　
学
生
は
テ
ン
ト
の
前
で
日
頃
の

ア
ル
バ
イ
ト
で
慣
れ
て
い
る
接
客

を
，
教
員
は
テ
ン
ト
内
で
ビ
ー
ル

サ
ー
ブ
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
．

　
初
め
は
試
行
錯
誤
で
し
た
が
，

そ
の
う
ち
神
泡
を
提
供
で
き
る

よ
う
に
な
り
，
地
元
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と

自
負
し
て
い
ま
す
．

〜
田
園
調
布
学
園
大
学
・
専
修
大
学
が
大
活
躍
〜

地域が見える、地域がわかる

〒214-0036多摩区南生田4-17-2

タウンニュースは、
新聞折込などで配布されます。

２
０
１
９
年
８
月
２
日(

金)
                           

多
摩
区
版

長
沢
商
店
会
ブ
ー
ス
を
応
援

　
　
地
域
の
人
と
交
流
を…

主な実施内容
（１） 川崎市岡本太郎美術館（ 開館 20 周年 !! ）
・ワークショップ「祝 20 周年!!TARO 缶バッジをつくろう」
　（各回先着 50 名・全 100 名、参加費 100 円）
・「美術館 de“パラマルシェ”」障がい福祉施設のバザーを行います。
（２）川崎市立日本民家園
　（浴衣・甚平着用の方は入園無料！当日は 18 時まで開園時間を延長！）
・「納涼民家園」水鉄砲などの水遊び、民家でごろ寝体験、こども縁日、地ビール販売など
 ・企画展示「おこさまとのくらし－岡上の養蚕信仰－」
（３）かわさき宙（そら）と緑の科学館
・科学ワークショップ「虹のブンブンごまで遊ぼう」
 ・「東大ＣＡＳＴのサイエンスショー」
 ・企画展示「アポロ 11 号月面着陸 50 周年記念パネル展」
 ・企画展示「かわさき生き物マップ～みんなで見つけた生き物たち～」
その他の催事
・デリ・マルシェ：かき氷やクレープ、炭火焼フランクや焼きそばなどの販売。
・ミュージック＆アトラクション：和太鼓などの素敵な音楽をお楽しみください。
・ワークショップ：夏休みの宿題にバッチリのクラフトコーナーほか。
 ・生田緑地のナゾに挑戦！全問正解でプレゼントも！「なないろのクイズラリー」。
・セグウェイ体験など

～虹の架け橋～　生田緑地最大の夏のイベント！園内の岡本太郎美術館・日本民家園・
かわさき宙（そら）と緑の科学館がひとつの“ミュージアム”となって様々な
体験を提供する「生田緑地サマーミュージアム」を開催いたします。
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お問合せ：長沢まちづくり協議会　TEL.044.976-0540（ASA南生田）

田園調布学園大学和（かのう）ゼミナール
地
域
交
流
を
実
践

専
修
大
学

　
小
林
隆
ゼ
ミ
ナ
ー
ル



　編集：高橋工務店　印刷：ASA南生田

  発行：長沢まちづくり協議会　2019年８月17日（土）

ながさわ魅力伝え隊
スタッフ一同

　「自分で考え、判断し、自分で行動できる子ど
もを育てる！！」
　そのため、子どもたちの自立を心掛けていま
すので、チーム活動における引率やお当番等
保護者様のお手伝いは一切ありません。

育
成
理
念

TEL.080-1229-9623（前村代表）
http://baumsoccerclinic.com

［練習場］西長沢公園・長沢小学校 他

食い処　さだくら
東百合丘2-27-1　 ☎. 742-6623
営業時間　平日・土曜　17:30-22:00
         日曜　11:30-14:00 17:00-22:00
定休日　木曜日

ファーストドリンク　1人1杯サービス
　
寿司・刺身
旬のもの （餅坂バス停側）

カード支払い不可

有効期間：2019.9.30

不用品片付け
庭木の剪定
ハウスクリーニング
防水・塗装
屋根の葺き替え
リフォーム

朝日新聞サービスアンカー
まごころ協力隊

蜂の巣駆除

長沢君長沢君 長沢
ちゃん
長沢
ちゃん

長沢君長沢君 長沢
ちゃん
長沢
ちゃん

長沢地域の魅力ある情報を発信中！！TwitterTwitter

通りすがりの
　町から
　　魅力ある町へ

▶前号の回答 →ギリシャ人

正解者には、粗品（クオカードなど）を
進呈しました(^.^)

問題

答えの分かった方は・・・
右記まで（答え・お名前・住所・連絡先(FAXある方)）をお知らせください。
正解者から抽選で若干名様に粗品を進呈します。

提供：ASA南生田／高橋工務店

　毎号応募をいただきありがとうございます。
はじめての方もぜひ、挑戦してください。
　当選者は、「賞品の発送をもってかえさせて
いただいています。」
　また、応募数をカウントする企画も継続
中ですのぜひお気軽にご応募ください。

難易度　★★☆☆☆
リニューアル No.４

頭 体の 操 まちがい探し
左右のイラストで違いがあります。
違いの数をお答えください！！

イラスト

＊イベント大好き、楽しいことが大好きな町の工務店からの出題です。
印刷のヨレ・シミは、違いには入りません。

ギリシャ人のノエとギリシャ人奥さんの
マリッサは、有名な大家族です。
さてお子さんは何人？

夏休み特別企画！！難易度を下げました。挑戦者求む
！！

＊締切8/31

イラスト：mari

　「つながる新聞」は、ほぼ月1回発行しています。
長沢地域の情報を気ままに発信中！！

　「頭の体操」は地域の皆さんが楽し
める内容にしたいと思っています。
　ご応募お待ちしています。　
［情報提供］
　ASA南生田 TEL.976-0540 までお願いします。

らぶながさわ

　茗荷（ミョウガ）は、収穫時期で分けて７月～８月に採れるものを「夏ミョウガ」、９月～10月に採れるもの
を「秋ミョウガ」という。しかし、最近では、季節感がなくなり1年中見かけることが多くなった。
　ところで、この野菜には不思議な逸話がついてまわる。
　「物忘れがひどくなる」「バカになる」など…

　これは、お釈迦様の弟子の周梨槃特（しゅりはんとく）という人物に由来している。
　この周梨槃特は、双子で、摩訶槃特（まかはんとく）という兄がいた。
　兄の摩訶槃特は、とても賢く、お釈迦様の教えをすぐに理解できた。しかし、弟の周梨槃特は、自分の名前
も忘れてしまうほどの愚かな者だった。

　こんな弟に兄は、お釈迦様の弟子にはなれないのだから、家に帰るようにすすめる。
　ところが、お釈迦様のそばにいたかった弟は、お釈迦様に愚かな自分のことをすべて話した。

　すると、お釈迦様は、１本のホウキを渡して…
　「塵をはらい、垢をのぞかん…この言葉を思いながら一生懸命に掃除を続けなさい。」とだけ教えた。
　それから、雨の日も風の強い日も毎日毎日一生懸命に掃除を続けた。

　いつしか周梨槃特は、『自分の心の塵をはらってみがいていくこと。そうすれば自分の心にたまった欲という
垢をとりのぞけるのだ。それが大切なことなのだ…』と気づく。
　お釈迦様は、「たとえ愚かであっても自分が愚かであると知ることは、自分のことを賢いと思いこんでいる
愚かな人より、本当の賢い人なのだ」と言って、周梨槃特の心をほめた。
　周梨槃特は、お釈迦様の教えがわかる本当の賢い人となった。　
　人は誰でも、「愚か」と思われるより「賢い」と思われたいものである。
　学校の成績が良くなりたいと思うし、社会に出て出世したいとも思う。損をするよりは、得をして暮らしたい
と願う。
　そのために努力することは大切だと思う。
　ただ、自分以外の「何か」や「誰か」と比べることの愚かさや、他人を否定することはあってはならないだろ
う。
　
　亡くなった周梨槃特の墓に行くと、見慣れない草が生えていた・・・それが今に伝わる茗荷である。
　これが茗荷の逸話であり、周梨槃特は、のちに茗荷和尚と呼ばれるようになった。
　夏の暑い時期にそうめんの薬味としての茗荷は格別であり、脇役として存在感がある。　

（長沢まちづくり協議会　高橋弘幸）

ミョウガを食べると物忘れが…
　　　茗荷（ミョウガ）和尚の話
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